
筑波大学理工学群応用理工学類

令和 8年度国際バカロレア

特別入学試験

小論文間題

注意事項

1)試験開始の合図があるまでこの問題冊子の中を見てはならない。

2) この冊子には，［問題 1]から［問題3]まで3題の問題がある。

3)解答用紙5枚すべてにおいて，受験する「学群，学類」，「氏名」，「受験番号」を

定められた欄へ記入すること。

4)下の表に示す枚数を使って，各問題の解答はそれぞれ別の解答用紙に記入するこ

上。表面に書ききれない場合には，裏面を使用しても差し支えない。問題3の解

答はマス目のある解答用紙に記入すること。

問題番号 解答用紙

問題 1 2枚

問題2 2枚

問題3 1枚

5)解答用紙の罫線部上側，横長の四角欄 1 ］に問題番号を記入すること。



問題 1

問1 .xy平面上の 2つの曲線C1:Y= k好 (kは実数）とら：y= logじ）について考える。

2つの曲線はある点Pで接し，他に交点をもたない。 logを自然対数とし， eを自

然対数の底とする。以下の問いに答えよ。

(1) kの値と接点Pの座標を求めよ。

(2)曲線C1とC2, および x軸で囲まれる領域の面積を求めよ。

問2 関数f(x)= ecosx -cos xについて次の問いに答えよ。

(1)導関数f'(x)を求めよ。

(2)閉区間[O,n］におけるf(x)の最大値，最小値を求めよ。



問題2

問1 次のように定められた数列{a社，｛bn}について考える。

a1 = a, 

柘＝ b,

an+1 = pan + q (a, P, qは実数の定数。ただしp::/=0,1。n= 1,2,3,…) 
1 

bn+1=isinbn (bは実数の定数。 n= 1,2,3,…) 
以下の問いに答えよ。

(1)数列{an}の一般項を求めよ。

(2) a = 1, p = ¼, q = 1のとき，極限虹庄認求め， xy平面上にy= px + qとy=x

のグラフ， および点P1(a凸），Q1(a凸），P2(a研 2),P(liman, lim an)を描け。
n→oo n→OO 

(3)数列｛b社についてlim加を求めよ。
n→OO 

問2 xyz空間中に点A(1,1,1),B(1,2,3)が与えられており，原点を0とする。

以下の問いに答えよ。

(1)線分OAの長さとベクトル面ぶ面3の内積面¥・(雨を求めよ。

(2)ベクトル面をベクトJレ而｛に平行なベクトル因と垂直なベクトル元の和で表し

たときの因，応を求めよ。

(3)線分OA, OBを隣り合う 2辺とする平行四辺形の面積を求めよ。

(4)点Cがxyz空間中に与えられており，線分OA, OB, OCを隣り合う 3辺とする平

行六面体の体積はVであり， 点Dを面)=s而t+t而和→面でとなる点とする。 た

だし， s,t,uは実数の定数である。線分OA, OB, ODを隣り合う 3辺とする平行

六面体の体積を求めよ。



問題3

次の英文は，機械工学 (mechanicalengineering)について述べた記事の抜粋である。英文を

読み，その内容に関して以下の設問に答えよ。（星印（＊）のついた語には本文の後に注が

ある。）

中村 みずほ
長方形

中村 みずほ
著作権_横



出典： MichiganTech "What is Mechanical Engineering?" 

(https://www.mtu.edu/mechanical-aerospace/mechanical-engineering／より抜粋，一部改変）

（注）ingrained:深く根ざした， versatile:汎用性のある， expe1iise:専門知識，

analytical :解析的な，prosthesis:義肢 agile:柔軟な， composite:複合材料，

computational :計算による，fluid:流体， acoustical:音響の， a!goritl1ll1 :計算方法

（注意）解答する際，句読点は 1マスに 1文字記入すること。

問l 下線部①を和訳せよ。

問2 下線部②を和訳せよ。

問3 下線部③のthisbroad demandが示す内容について，本文第一パラグラフに即して 60

程度の日本語で説明せよ。

問4 下線部④を文中のt伍sの中身を明示の上で和訳せよ。

問5 機械工学の学生はどのようなことを学ぶのか，本文に即して 40字程度の日本語で答え

よ。

問6 acoustical engineeringとはどのような分野であるのか，本文に即して 60字程度の日本

語で説明せよ。

中村 みずほ
長方形

中村 みずほ
著作権_横




